
1.保育の質向上を実現する根拠に基づくチームワーク実践
酒井初恵 （小倉北ふれあい保育所 主任保育士）

2.ファミリーウェルビーイングを実現する根拠に基づく実践
城戸裕子 (どろんこ保育園 園長)

3.学童期におよぶ継続的な根拠に基づく保育実践
田中 裕 （大宝カナリヤ保育園 園長）

4.科学的根拠の創出と持続可能な支援実践
冨崎悦子（慶應義塾大学） 田中笑子（筑波大学）

指定討論：青木雅矢（伊勢ケ浜保育園 園長）
望月由妃子（ふじのまち女性の生き方相談室 室長）
恩田陽子（駒木野病院 サポートルーム）

日時：平成31年2月3日（日）14:00～16：00
会場：慶應義塾大学 信濃町キャンパス 孝養舎2階

主催：保育パワーアップ研究会 公益財団法人生存科学研究所 コーディネーター：安梅勅江（筑波大学医学医療系）
共催：日本保健福祉学会 全国夜間保育園連盟ワーキング研究会 お問い合わせ：anmet@md.tsukuba.ac.jp

当事者エンパワメント
子どもと保護者の困難に寄り添う根拠に基づく支援

みらいエンパワメントカフェ 実践編

話題提供

今回のみらいエンパワメントカフェ実践編は、
当事者エンパワメントに向け、
養育者困難に寄り添い、根拠に基づく実践の
理解と促進を目的として開催します。
すべての子どもたちと養育者たちに寄り添う支援の
実践と、仕組みのあり方について討論します。
多くの皆様のご参加をお待ちしております。

慶應義塾大学 信濃町キャンパス孝養舎
〒160-0016 東京都新宿区信濃町35
信濃町から徒歩8分


